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民
間
労
働
者
の
賃
金
は
、
年
収
ピ
ー

ク
だ
っ
た
１
９
９
７
年
と
２
０
１
４
年

を
比
較
す
る
と
賃
金
・
一
時
金
を
合
わ

せ
て
52
万
円
減
り
、
厚
労
省
の
「
国
民

生
活
基
礎
調
査
」
で
は
生
活
苦
世
帯
が

同
年
比
較
で
倍
増
、
う
ち
「
大
変
苦
し

い
」
は
３
倍
以
上
と
な
り
二
極
化
が
進

む
。「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
っ
て
起
こ

る
の
は
「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
」
で
は
な

く
、
格
差
の
拡
大
で
あ
る
。
２
０
１
６

春
闘
の
焦
点
は
中
小
労
働
者
の
「
底
上

げ
」
と
地
域
で
ど
う
「
底
支
え
」
す
る

か
だ
。
地
域
春
闘
の
再
構
築
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、自
治
労
の
役
割
は
大
き
い
。

ー
方
式
を
は
じ
め
と
し
た

骨
太
方
針
２
０
１
５
に
つ

い
て
説
明
し
、
職
場
の
諸

課
題
、
地
方
財
政
確
立
の

取
り
組
み
と
組
織
強
化
・

拡
大
を
一
体
で
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
全
体
で
確
認
し
た
。

と
す
る
こ
と
を
改
め
て
意

思
統
一
し
た
。

水
準
が
引
き
下
げ
ら
れ
て

き
た
経
過
を
学
習
し
た
。

ま
た
、
人
事
評
価
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
、
空
知
地

方
本
部
・
津
別
町
職
で
の

取
り
組
み
を
全
体
化
し
な

が
ら
、
導
入
の
目
的
は
人

材
育
成
で
あ
り
、
導
入
に

　

第
２
分
科
会
は
、「
組
織

強
化
・
拡
大
」に
つ
い
て
、

自
治
労
本
部
・
角
本
組
織

部
長
が
、
第
４
次
の
組
織

強
化
拡
大
の
た
め
の
推
進

計
画
の
ポ
イ
ン
ト
、
地
方

公
務
員
の
人
員
削
減
傾
向

の
変
化
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
改
革
や
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

当
た
っ
て
は
、
労
使
の
協

議
・
交
渉
・
合
意
を
前
提

　

第
１
分
科
会
は
、「
当
面

す
る
交
渉
課
題
」
と
し

て
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

の
問
題
や
「
２
０
０
６
給

与
構
造
改
革
」、「
２
０
１

５
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
」
に
つ
い
て
、
意
図

的
に
地
方
公
務
員
の
賃
金

う
」
と
訴
え
た
。

　

今
後
、「
道
本
部
２
０
１
６

国
民
春
闘
方
針
」
は
、
各
単

組
・
地
方
本
部
で
の
討
議
を

経
て
、
２
月
５
日
の
道
本
部

中
央
委
員
会
で
決
定
す
る
。

は
、
高
橋
若
木
・
大
正
大
学

講
師
が
「
民
主
主
義
と
労
働

運
動
～
市
民
と
ど
う
結
び
つ

く
か
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
、
自
ら
が
仕

掛
け
人
と
な
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｑ
Ｕ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
（
エ
キ
タ
ス
）
で

の
経
験
や
、
自
民
党
が
進
め

て
き
た
新
自
由
主
義
・
極
右

化
の
歴
史
・
問
題
点
を
語
り

な
が
ら
「
こ
の
ま
ま
だ
と
、

若
者
た
ち
が
希
望
を
持
っ
て

生
き
て
い
け
な
い
。
経
済
に

よ
る
若
者
に
対
す
る
暴
力

だ
。
野
党
が
協
力
し
、
共
通

の
敵
で
あ
る
安
倍
政
権
を
打

倒
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

全
体
討
論
で
は
、
秋
期
闘

争
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て

意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
三
浦
・
道
本
部

書
記
長
が
「
春
闘
方
針
は
、

は
じ
め
て
政
治
闘
争
と
結
合

し
た
方
針
と
し
て
い
る
。
命

と
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

な
か
で
、
衆
議
院
５
区
補
選

を
勝
ち
取
り
、
参
院
選
で
は

自
治
労
組
織
内
『
え
さ
き
た

か
し
』
の
圧
勝
に
む
け
た
取

り
組
み
を
全
体
で
進
め
よ

部
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
、
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

基
調
講
演
Ⅰ
は
、
齊
藤

勉
・
連
合
北
海
道
副
事
務
局

長
が
「
２
０
１
６
春
闘
に

係
る
連
合
北
海
道
の
取
り
組

み
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

齊
藤
副
事
務
局
長
は
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
や
安
倍
政
権
が

掲
げ
る
『
１
億
総
活
躍
社

会
』
を
は
じ
め
、
大
企
業
優

先
の
経
済
政
策
を
批
判
し
な

が
ら
、「
一
部
の
貧
困
が
全
体

の
貧
困
を
招
い
て
し
ま
う
。

産
業
別
の
賃
上
げ
は
重
要
で

あ
り
、
情
報
を
共
有
し
共
闘

す
る
こ
と
を
意
識
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

　

２
日
目
の
基
調
講
演
Ⅱ

い
る
が
、
組
合
員
に
た
た
か

い
の
意
義
や
必
要
性
を
て
い

ね
い
に
説
明
し
、『
春
闘
か
ら

参
議
院
選
挙
闘
争
』
へ
多
く

の
組
合
員
が
最
大
限
結
集
で

き
る
よ
う
、
各
単
組
・
総
支

　

大
出
・
道
本
部
委
員
長

は
、
２
０
１
５
確
定
闘
争
や

２
０
１
６
国
民
春
闘
、
政
治

闘
争
に
つ
い
て
情
勢
や
課
題

に
つ
い
て
述
べ
た
う
え
で
、

「
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て

　

道
本
部
は
１
月
８
～
９
日
、
札
幌
市
・
自
治
労
会
館
（
８
日
）
お
よ
び
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
（
９
日
）
で
「
２
０
１
６
国
民
春
闘
討
論
集
会
」
を
開
き
、
１
３
７
単
組
・
総

支
部
２
５
７
人
（
う
ち
女
性
18
人
・
７
％
）
が
参
加
し
た
。
集
会
で
は
、「
２
０
１
５
秋

期
闘
争
の
中
間
総
括
」「
２
０
１
６
国
民
春
闘
方
針
」
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

の
自
治
体
も
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
交

付
税
確
保
を
、
②
被
災
住
民

か
ら
の
切
実
か
つ
緊
急
な
要

望
で
あ
る
、
仮
設
住
宅
に
住

む
皆
さ
ん
と
、
み
な
し
仮
設

で
あ
る
民
間
ア
パ
ー
ト
や
公

営
住
宅
に
住
む
皆
さ
ん
と
の

平
等
な
取
り
扱
い
を
、
③
３

次
補
正
で
被
災
地
の
「
高
台

移
転
」
の
道
が
開
け
た
。
所

有
地
の
買
い
上
げ
も
進
む
も

の
と
期
待
さ
れ
て
お
り
、
避

難
区
域
の
住
民
か
ら
土
地
を

買
い
上
げ
る
こ
と
に
関
し

て
、
政
治
が
決
断
し
国
が
責

任
を
持
っ
て
考
え
を
明
示
す

べ
き
」
と
質
問
し
、
最
後
に

「
私
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
に
生
ま
れ
て
良
か

っ
た
と
思
え
る
国
に
こ
の
日

本
を
す
る
た
め
に
全
力
を
挙

げ
る
」
こ
と
を
申
し
添
え
て

質
問
を
終
え
ま
し
た
。

民主党「仮設住宅等生活支援対策チーム」として岩手・
宮城を訪問

被災地からの声を代表質問で訴
える「えさき」さん

　

２
０
１
１
年
11
月
初
旬

に
、
本
会
議
や
委
員
会
の
合

間
を
ぬ
っ
て
、
福
島
原
発
事

故
に
伴
う
警
戒
区
域
・
緊
急

時
避
難
準
備
区
域
の
自
治
体

に
入
り
、
行
政
機
能
の
問
題

点
や
仮
設
住
宅
等
の
生
活
に

関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
調
査
結
果
を
生
か
す

形
で
、
25
日
の
参
議
院
本
会

議
で
代
表
質
問
に
立
ち
、
①

補
正
予
算
は
実
を
結
び
つ
つ

あ
る
、
補
正
予
算
事
業
を
繰

り
越
し
の
対
象
に
す
べ
き
、

ま
た
復
旧
・
復
興
が
最
優
先

で
は
あ
る
が
、
被
災
地
以
外

えさきたかし奮闘記 人の明日を咲かせよう④

被災地の調査結果に基づき
本会議で代表質問

安倍政権を打倒するためには、野党
協力が必要だと訴える高橋さん

産業別の賃上げと共闘の重要性を訴
える、齊藤さん

集会には、全道から257人が参加し、2016国民春闘方針について議論した＝１月８日、札幌市・自治労会館

『えさき』圧勝で命と生活守る 『
春
闘
か
ら
政
治
闘
争
』へ
総
結
集

第 １
分科会

人
事
評
価
は
労
使
交
渉
で

第 ２
分科会

組
織
強
化
・
拡
大
を
一
体
で
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分
科
会
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も
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思
統
一
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初
夢
。
今
年

も
見
た
記
憶
が

な
い
。
歳
と
と

も
に
夢
想
力
の

欠
如
か
。
年
が

明
け
て
思
う
こ

と
は
、
残
存
年

数
が
一
年
減
じ

た
と
、
高
齢
者
に
と
っ
て
許

容
す
べ
き
こ
と
だ
が
、
い
い

年
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

　

旗
開
き
の
４
日
、
第
１
７

０
国
会
が
開
会
。
16
年
度
予

算
、
消
費
増
税
に
伴
う
軽
減

税
率
、
安
保
法
制
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

中
東
問
題
、
北
朝
鮮
の
水
爆

実
験
な
ど
、
国
民
に
わ
か
り

や
す
い
徹
底
し
た
議
論
を
望

む
。

　

安
倍
総
理
は
、
憲
法
改
正

論
を
当
然
と
し
て
い
る
。
改

憲
議
員
も
取
り
込
ん
で
３
分

２
以
上
を
確
保
さ
せ
る
こ
と

は
、
許
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
一
億
総
活
躍
社
会
も
、

高
齢
者
は
ど
う
活
躍
す
れ
ば

い
い
の
か
。
年
金
を
切
り
下

げ
て
も
、
年
金
財
源
を
株
に

投
資
し
損
失
が
出
て
も
、
文

句
を
言
わ
ず
協
力
せ
よ
と
の

こ
と
か
。
政
治
を
変
え
る
た

め
、
衆
議
院
５
区
補
選
、
参

議
院
選
挙
は
な
ん
と
し
て
も

勝
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

新
年
の
思
い
を
も
う
一

つ
。退
職
者
会
の
単
会
は
41
、

現
職
単
組
の
２
割
に
も
満
た

な
い
。
単
会
の
結
成
が
、
正

夢
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。�

（
退
職
者
会
・
今
岡
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

結成10年目を迎える、新ひだか町職の仲間のみなさん

集会後は、千歳市内をデモ行進し『訓練の即時中止』を訴えた

【
日
高
地
方
本
部
発
】

　

新
ひ
だ
か
町
が
誕
生
し
、

丸
10
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
新
ひ
だ
か
町

職
員
組
合
も
２
０
０
６
年
５

月
25
日
に
結
成
大
会
を
開
催

し
て
か
ら
丸
10
年
を
迎
え
ま

す
。

　

結
成
時
、
組
合
員
数
２
５

６
人
（
う
ち
青
年
部
員
84

人
）
を
誇
っ
た
大
所
帯
も
昨

年
の
総
会
時
に
は
、
１
９
３

人
（
う
ち
青
年
部
員
46
人
）

に
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
組

織
強
化
・
拡
大
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
か
ら
地
本
青
年
部
長
を
選

出
す
る
な
ど
、
長
い
目
で
見

れ
ば
、
組
織
強
化
が
は
か
ら

れ
て
い
る
と
言
え
る
面
も
あ

り
ま
す
が
、
組
織
拡
大
の
面

で
は
、
管
理
職
等
の
範
囲
が

主
幹
職
ま
で
と
広
く
定
め
ら

れ
て
い
た
り
、
非
常
勤
職
員

の
組
織
化
も
な
か
な
か
進
ま

な
い
状
況
に
あ
る
な
ど
課
題

は
山
積
み
で
す
。

　

『
み
ん
な
で
決
め
た
こ
と

は
、
み
ん
な
で
ま
も
る
！
』

と
い
う
地
本
の
組
織
強
化
方

針
の
基
本
を
忘
れ
ず
に
、
単

組
の
組
織
強
化
、
と
り
わ
け

２
年
後
の
専
従
者
選
出
に
む

け
、『
支
え
る
組
織
』
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
新
ひ
だ
か
町
職
〔
日
高
地

方
本
部
副
委
員
長
〕・
森
勝

利
）

結
成
か
ら
10
年 

初
心
忘
れ
ず
！

分散会では、さまざまな職場実態が交流された＝12月19日、札幌市

仲間の実態をつかむ重要性を訴える吉田オルグ

全体で15本の発言があり、方針が補強された

　

北
海
道
本
部
の
み
な
さ
ん
、
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
暖
冬
の
今

季
、
一
時
は
札
幌
も
雪
が
な
か
っ
た
と
聞

き
ま
す
。
雪
祭
り
も
間
近
な
こ
の
時
期
で

す
か
ら
、
も
う
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
し

ょ
う
ね
。
も
ち
ろ
ん
暖
冬
は
全
国
的
な
こ

と
で
、
先
日
福
岡
の
自
宅
に
戻
っ
た
ら
、

玄
関
先
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
が
咲
き
か
け

て
い
た
の
に
驚
き
ま
し
た
。

　

東
京
は
こ
こ
数
日
、
寒
く
な
り
ま
し

た
。
吐
く
息
が
白
く
な
っ
た
の
は
初
め
て

で
す
。
そ
れ
で
も
平
年
よ
り
は
随
分
と

暖
か
い
で
す
。
通
常
が
異
常
に
暖
か
い
の

で
、
少
し
寒
く
な
る
と
も
の
す
ご
く
寒
く

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
冬

は
や
は
り
寒
く
な
い
と
冬
用
商
品
が
売
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
消
費
を
上
向
か
せ
た
い
政
権
は
、
こ
の

暖
冬
を
苦
々
し
く
思
っ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
暖
冬
に
原
油
安
、
世
界
同
時
株
安
、

北
の
核
実
験
な
ど
不
穏
な
幕
間
け
と
な
っ

た
新
年
で
す
。�（
１
月
13
日
、
東
京
に
て
）

不
穏
な
幕
開
け
と
な
っ
た
新
年
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23日㈯　道本部女性部第35回女性交流集会（札幌市）
24日㈰　道本部女性部2016年度女性政治学習会（札幌市）
26日㈫　道本部第２回拡大闘争委員会（札幌市）
28日㈭　自治労第150回中央委員会（～29日、東京都）

４日㈭　自治労本部中央執行委員長「川本淳さん」を激励す
　　　　　る会（札幌市）
５日㈮　道本部第122回中央委員会（札幌市）、あいはらくみ
　　　　　こ・えさきたかしを励ます集い（札幌市）

１月

２月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

　

道
本
部
青
年
部
は
２
０
１

５
年
12
月
19
～
20
日
、
札
幌

市
・
自
治
労
会
館
で
「
２
０

１
６
国
民
春
闘
勝
利
！
自
治

労
北
海
道
本
部
青
年
部
春
闘

討
論
集
会
」
を
開
き
、
１
０

１
単
組
・
総
支
部
２
６
１
人

（
う
ち
女
性
39
人
）
が
参
加

し
た
。

　

１
日
目
は
、「
公
務
員
労
働

者
の
賃
金
闘
争
」
と
題
し
、

吉
田
・
組
織
拡
大
オ
ル
グ
が

講
演
し
た
。

　

吉
田
オ
ル
グ
は
、
公
務
員

の
賃
金
決
定
の
仕
組
み
や
問

題
点
、
時
間
外
労
働
に
お
け

る
考
え
方
を
説
明
し
、「
青
年

部
と
し
て
各
種
取
り
組
み
を

実
践
し
て
い
く
た
め
に
は
、

情
勢
や
仲
間
の
意
識
、
起
き

て
い
る
実
態
を
つ
か
む
こ
と

が
重
要
だ
」
と
述
べ
た
。

　

分
散
会
で
は
、「
人
員
削
減

に
伴
う
業
務
量
増
加
に
よ

り
、
精
神
疾
患
と
な
り
、
退

職
・
休
職
す
る
仲
間
が
増
え

て
い
る
」「
財
政
状
況
を
考
え

る
と
賃
上
げ
し
た
い
と
は
言

い
に
く
い
」
と
い
っ
た
切
実

な
声
が
出
さ
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
相
内
道
本
部

労
働
安
全
衛
生
・
職
業
病
対

策
委
員
会
委
員
（
札
幌
市
職

連
）
が
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
な
ら
な
い
職
場
に
む
け

て
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　

相
内
さ
ん
は
、
職
場
に
お

け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
現

状
や
、
12
月
か
ら
義
務
付
け

さ
れ
た
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

制
度
を
解
説
し
、「
普
段
か
ら

仲
間
に
目
を
む
け
、
変
化
に

気
づ
く
こ
と
が
大
切
。
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
が
な
い
職
場
を

め
ざ
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

全
体
討
論
で
は
、「
精
神
疾

患
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
仲
間

の
実
態
か
ら
、
独
自
要
求
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
職
場
改

善
が
は
か
ら
れ
た
」「
同
じ
思

い
を
持
っ
た
役
員
が
増
え
た

こ
と
で
、
学
習
会
の
開
催
に

つ
な
が
っ
た
」
と
い
っ
た
発

言
が
出
さ
れ
、
２
０
１
６
春

闘
方
針
が
補
強
さ
れ
た
。　

　

最
後
に
斉
藤
青
年
部
長
が

「
声
を
あ
げ
る
こ
と
を
や
め

れ
ば
、
改
善
へ
の
道
は
閉
ざ

さ
れ
る
。
仲
間
の
思
い
を
把

『
仲
間
の
思
い
』か
ら
職
場
改
善

道
本
部
青
年
部
春
闘
討
論
集
会

握
し
な
が
ら
、
声
を
あ
げ
て

い
こ
う
」
と
集
約
し
た
。

参
加
者
の
声

 

他
単
組
の
実
態
知
り
た
い

胆
振
地
本
・
苫
小
牧
市
職
労

佐
藤
帆
乃
香
さ
ん

　

と
て
も
勉
強
に
な
る
分
散

会
で
し
た
！
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
他
単
組
の
実

態
を
も
っ
と
知
り
た
い
で
す
。

　

同
じ
こ
と
を
感
じ
て
い
る

仲
間
募
集
中
で
す
☆

『
あ
た
り
ま
え
』見
直
せ
た

網
走
地
本
・
斜
里
町
労
連

松
岡
辰
也
さ
ん

　

講
演
レ
ジ
ュ
メ
を
見
た

時
、
難
し
そ
う
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
が
、
実
際
は
と
て
も

わ
か
り
や
す
く
て
自
分
の
な

か
の
『
あ
た
り
ま
え
』
を
見

 

仲
間
と
の
議
論
が
大
切

宗
谷
地
本
・
浜
頓
別
町
職

佐
藤
重
之
さ
ん

　

分
散
会
で
は
、
自
分
の
知

ら
な
い
『
職
場
で
異
常
な
こ

と
』
が
普
通
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

仲
間
で
議
論
し
な
け
れ
ば

知
れ
な
い
こ
と
、
気
付
け
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
仲
間
と
の

議
論
を
大
事
に
運
動
を
続
け

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

連
合
北
海

道
・
北
海
道

平
和
運
動
フ

ォ
ー
ラ
ム
は

１
月
17
日
、

千

歳

市

内

で
、「
米
空
軍

戦
闘
機
千
歳

基
地
訓
練
移

転
反
対
全
道

集
会
」
を
開

き
、
全
道
か

ら
５
０
０
人

が
参
加
し
た
。

　

連
合
北
海

道
・
出
村
会
長
は
、「
米
空
軍

戦
闘
機
訓
練
は
沖
縄
の
負
担

軽
減
を
名
目
に
は
じ
め
た

が
、
軽
減
ど
こ
ろ
か
基
地
の

拡
散
・
拡
大
・
固
定
化
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
安
保
法
制

廃
止
、
米
軍
移
転
訓
練
中
止
、

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改

革
を
実
現
す
る
た
め
、
５
区

補
選
・
参
院
選
に
勝
利
し
よ

う
」
と
述
べ
た
。

　

道
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
山
木
代

表
は
、「
あ
ら
ゆ
る
反
動
的
な

動
き
に
反
対
し
、
行
動
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
を

直
す
こ
と
が
で
き
る
内
容
で

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。


